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梅雨が明け、本格的な暑さがやってきた。近くの小公園では早くも蝉が鳴きはじめ、暑さを倍加している。蝉しぐれと言えば聞こえはいいが、おれにとっては騒音でしかない。風流じゃなくて悪かったな。とにかくおれは暑苦しいのが嫌いなんだ。
さて、玲子に調査結果の報告だ。もう一週間たったから、そろそろ何かしら報告しなければならない。しかし、どうもその気にはなれない。
そもそものなれそめは半年前。洋子が忘年会で酔いつぶれ、真一がマンションまで送っていって肌を合わせてしまった。それ以来、付き合っている。会うのは日曜日の夜が多い。ゴルフの後の懇親会と偽って逢瀬を重ねている。真一は離婚して洋子と再婚すると言っている。
これだけ報告すれば十分か。しかし、おれはどこか物足りないものを感じていた。もう少し、核心に迫るようなものがほしい。逆に、玲子と離婚云々というところは報告しないほうがいいかな。気を取り乱して、何をしでかすかわからない。
結局おれは、洋子と真一が半年前から付き合っていること、ゴルフの後に会うことが多いことだけを電話で報告した。それ以上のことは、今の段階ではまだわかりません。もっと調査しますか? そうですか。わかりました。引き続き調査し、また詳しいことがわかったら報告します。
「それから、一つだけお願いしたいのですが」
おれは玲子に言った。
「お辛いとは存じますが、奥様は決して何か行動に移さないでください。特に、浮気をしているだろうと言って問い詰めたりしないでください。調査に支障をきたしますので」
玲子は数秒沈黙した後、呟くように言った。
「わかりました」
浮気をするとわかっていて旦那をゴルフに送り出すというのは、おれが想像する以上に辛いことだろう。だが、我慢してもらうほかはない。今が正念場だ。
洋子からは、数日後にスマホに電話がかかった。
「雅子ちゃん」
「何ですか、ご用件は」
おれはわざとつっけんどんに言った。
「ねえ、もう一度、あたしんちに遊びに来ない?」
洋子の声は懇願するような感じだ。
「どうしてですか」
「どうしてでも」
「理由を言ってください」
「あたしにもう一度チャンスをくれない? もうあんなことはしない。襲ったりしない。おとなしくするから。ねえ、遊びに来て」
「──わかりました。行きます」
「やった!」
「でも、この間みたいなことは二度としないと約束してくれなきゃ、行きません」
「約束する約束する。嘘ついたら針千本飲む」
おれが折れたので、洋子ははしゃいでいるような声だ。おれは爆笑しそうになるのを辛うじて抑えた。
「今度の日曜日、午後三時くらいでどう?」
「夜じゃだめですか?」
「ごめんなさい。夜は榊原さんと会うの」
よっぽど、あたしと榊原さんとどっちが好きなんですかと言ってやろうかと思った。おれが正真正銘の女ならな。キスでもセックスでもなんでもして洋子を思いとどまらせるのだが。これじゃ、玲子が可哀想すぎる。
いっそのこと、おれが男であることを告白して、今度は男の魅力で迫るか。だが、まだあのヤクザ風の男にアプローチしていない。もう少し、女のふりをする必要がありそうだ。
「わかりました。午後三時にお伺いします」
「ありがとう」
「二度としないって約束ですよ」
「わかってるわかってる」
嘘に決まってる。おれは思った。洋子はまだおれをあきらめていないのだ。二百万を餌に、おれを誘惑しようとするだろう。それならそれでいい。適当にあしらうさ。少なくとも、体を触られるのは防がなくては。
奈緒美のアドバイスに従い、おれは今度はチュニックとレギンスに身を包んで出かけた。ガードを固くしたという設定だ。いきなりスカートの中に手を入れられるのを防ぐというつもりなのだ。洋子もそう思うだろう。おれがレギンス姿なので面白くない顔をするかな。まあいいや。
何とか引き止め、真一と会うのを阻止できたらいいのだが。
しかし、予想に反して、洋子はおれのレギンスを見ても笑顔を失わなかった。おれの新たな魅力を発見したとでも思っているのだろうか。どっちにしても、彼女は誘惑に成功することを確信しているだろう。おれを非力な若い女の子と思っているだろう。おれは体の線が細いからな。だが、この細い体には、筋肉がぎっしり詰まってるんだぜ。
この間と同じように、洋子は紅茶を淹れてくれた。おれはソファに座って、身を固くしている。そんなに固くならないで。リラックスして。洋子がそう言っても、おれはガードを緩めなかった。
「今日の用件は何ですか」
おれは言った。
「場合によっては、あたし、帰ります」
「雅子ちゃんが喜ぶことよ。お願いだから、すぐに帰らないで」
洋子は立ち上がり、寝室へ行く。チェストボックスを開ける音がした。手に何かを持って、戻ってくる。
中身が分厚い封筒だった。
それをソファの前のテーブルの上に置く。
「これは……」
おれは固唾をのむふりをした。
「そう、雅子ちゃんが想像しているとおり」
「に、二百万?」
洋子はうなずく。おれは目をまんまるにしてみせた。
「でも、こんなすぐに」
「あたしも予想以上に早くできちゃった」
「いったいどうして」
洋子はウィンクしてみせる。
「あたしね、榊原さんと会うたびに、お小遣いをもらってるの」
「でも、二百万だなんて」
「もちろん、一度に二百万ももらったりしないわ。毎回数万円ずつもらっていたのを貯めてたの」
「あの、でも、いいんですか」
「ごめんね。現金で。でも、榊原さんはいつも現金であたしにお小遣いをくれるの。それに、振込だと税務署に目をつけられる可能性があるから」
「あの、しゃ、借用書を書きます」
「いいのいいの。そんなものいらない。あたしは雅子ちゃんを信用してる。でも、一つだけ条件があるの」
「何ですか」
「もう一度、キスだけさせて」
「駄目です! お金はいりません。あたし、帰ります」
「待って!」
立ち上がろうとしたおれを、洋子は押しとどめる。
「キスだけ。それ以上は望まない。一度だけでいい」
おれは全身に込めていた力を緩め、洋子を真正面から見据えた。
「ほんとにキスだけですか」
「約束する」
「キスだけですね?」
「うん」
「──わかりました。一回だけならいいです」
洋子はおもむろにおれの顔を両手ではさみ、おれの口を自分の唇で塞いだ。
「うぐ」
音を立てて唇を吸う。そして、彼女はおれの口の中に舌を差し込んできた。突然のことに、さすがのおれもびっくりして目を見開いた。
「うぐ」
ずいぶん長い間キスをした後、洋子はやっと唇を離した。だが、これだけでは終わらない。洋子はがばとおれを抱きしめ、両腕に力を入れた。まるで、おれを圧死させるみたいに。
「雅子ちゃん、可愛い」
再びおれは胸を両腕で庇い、身をすくませる。
「もうやめてください」
おれが言うと、洋子は自分のしていることに気づいてやっとおれを離した。
どうやら、とりあえずは実力行使しないことにしたらしい。おれはちょっと拍子抜けした。
「これで十分ですか」
「とんでもない」
洋子は眉間に皺を寄せて言った。
「いくらキスしてもし足りない。ねえ、もう一度させて。キスだけならいいでしょう。キス友になりましょう」
「いやです」
「そんなこと言わないで」
「お願いですから、冷静になってください」
「……わかったわ」
洋子は不満げな顔になるが、すぐに気を取り直してテーブルの上の封筒を手に取った。
「じゃあ、改めて二百万」
おれの前に差し出す。
「……ありがとうございます」
おれは両手を伸ばして封筒に触れた。
そこでインターホンが鳴った。
洋子はダイニングへ行き、インターホンのボタンを押した。
「はい」
「おれだ」と、ドスの利いた声で返事が。
洋子は慌てて玄関に行った。ロックを解除してドアを開けるが、ドアチェーンはかけたままだ。
「どうした。中に入れろ」
男の声がする。
「今はまずいの」
洋子の声は上ずっている。
「来客中だから」
「構わん。そこを通せ」
洋子はしぶしぶチェーンをはずす。男は玄関を入ると、洋子を押しのけるようにして部屋に上がった。
あのヤクザ風の男だ。おれはとっさに顔をそむけた。
「とにかく今はまずいのよ」
「知るか」
「お願い。用件だけすませたら早く帰って。榊原さんが来たらどうするのよ」
「昼間は来やしないさ」
そこで男はおれの存在に気づいた。リビングに入る手前で足を止める。おれは怯えたような表情を作って男を見上げた。男は一瞬にやりと笑った。
そのまま、ソファのおれの隣にどかりと身体を投げ出す。
洋子は焦った顔でおれに言った。
「ま、雅子ちゃん、こちら、浅川さん」
男はますますにやりとする。洋子は次に男に向かって言った。
「こちら、友達の堀江雅子さん」
「浅川だ。よろしく」
男はふてぶてしい顔で手を差し出した。おれは恐る恐るなふりをしてその手を取り、握手した。
浅川はシャツの胸ポケットから煙草を取り出して火を点けた。洋子が慌ててキッチンから灰皿を取って来る。洋子が煙草を吸っているのを見たことはない。この男のために、灰皿を用意しているのだろう。ということは、それだけの間柄なのだ。
「おい、コーヒーだ」
浅川はふんぞり返ったまま言う。なんだ。コーヒーもあるのか。おれも紅茶じゃなくてコーヒーにしてもらえばよかったな。
なんて、冗談を言っている場合ではない。おれは恐る恐るな風を装って、テーブルの上の封筒に手を伸ばした。
浅川のほうが速かった。
彼は封筒をひったくるようにして手に取った。すぐに中身を引っぱりだす。
洋子が慌てて戻ってきた。
「だめ! それは雅子ちゃんの……」
「いくらあるんだ」
「……二百万」
「どうせあの男から搾り取ったんだろう」
そう言うと、浅川は封筒をズボンのポケットにねじ込んだ。
「ちょっと、やめてよ!」
洋子は必死になって浅川のズボンのポケットに手を伸ばした。だが浅川は余裕だ。軽々と洋子を突き倒し、洋子はソファの後ろに尻もちをついた。
洋子が顔をしかめて立ち上がろうとする。浅川が立ち上がるほうが先だった。
「気が変わった。コーヒーはもういい。じゃあな」
浅川が玄関に戻る。洋子は必死にそのあとを追った。
「ちょっと待ってよ。困るのよ。そのお金は」
「これじゃ少ない。もっと搾り取れ」
浅川は捨て台詞を残して玄関を出ていった。
洋子は玄関の前にぺたりと座り込んでしまった。
おれは立ち上がり、洋子の側に行った。彼女の顔を覗き込んだ。
「だ、大丈夫ですか」
洋子は顔をしかめてうつむいている。涙をこらえている様子だ。だが、既に両目がうるうるしている。
「……ごめんね」
洋子は聞き取れないほどの声で呟いた。おれは彼女の横にしゃがみこんだ。両肩を抱き、それから抱きあげる。
「とりあえず、ソファに座りましょう」
洋子はおれの言う通りにした。
おれはポットからカップに紅茶を注ぎ、洋子の前に置いた。
「ごめんね」
そういう彼女の声は、ほとんど涙声だ。
数秒置いて、彼女はカップを手に取った。彼女が落ち着くのを待って、おれは言った。
「あの男の人は誰ですか。話してください」
カップをソーサーに戻すと、彼女はおれに目を向けた。
「あたしの遠い親戚」
「嘘でしょう」
「ごめんなさい。赤の他人」
「たかられてるんですか?」
洋子は頷いた。
そして言った。
「あたしのヒモ。そして、暴力団の組員」
【つづく】
小説指南セレクト
【推敲のポイントとは】
栗林元
推敲のポイントとは
小説や詩など、原稿を書くことを習ったりする場合、「もっと推敲してください」などと指摘されることがあるだろう。そもそも、推敲とはどの程度、そしてどのようにすればいいのだろうか?
推敲とは、文章をより良いものにするために呻吟することである。ただ闇雲に考えるのではなくポイントがあることも確か。以下の四点だろうか。
・描写の過不足
言葉足らずで、イメージが十分に伝わっていないことはないか。またストーリーに全く無関係で雰囲気作りにも役に立っていない無駄な描写はないか?本当に必要なモノか?
・叙述の順番
その出来事は、そこで語るべきことか否か?もっと後段で語るべきことではないか?逆にそれは、もっと最初の方で提示しておくべきことではないか?また、その内容はそこで語らず、登場人物の行動の描写と併せて語るべきではないだろうか?
・単純ミス
誤字脱字。重複する表現(大波が怒濤のように、馬から落馬した、とか)、故事成語の誤用。以前説明したことを気づかずに繰り返していたり、死んだ人間を再び登場させるなどの間違い。
・語り口
文章の読みやすさ、読んだ際の気持ちよさ、を向上させる。
特に最後の語り口は話芸としての小説に重要なポイントである。これは、自分の書いた文章を音読してみるといい。句読点の位置や、文章の長さなど、音読することで自分のもっとも納得する形を模索して欲しい。
ぜひ納得行くまで推敲する癖を付けて欲しい。
「教える力」とは
スポーツのコーチや、職業の技などを教えるのには巧い下手がある。また名選手必ずしも名コーチならずなどとも言われる。
「教える力」とはいったい何なのか?
スポーツや武道などで、無駄な「力み」をとるために昔から行われたのは、「千本突き」とか「千本ノック」などの「へとへとになるまで繰り返す」練習だった。否応なく力が入らない状態までもっていくわけである。正しい形を身につけるために回数をこなすのは決して間違いではないが、そのために当人達のモチベーションを下げては元も子もない。
なぜ「力み」を取らなければならないか。どうやって「力み」を取るか、教える人間はそれを「言葉」で伝えるしかない。
仕事でも同様だ。
私は苦情電話処理を行っていたのだが、「それはお答えできない」ではなく「それはご案内していません」と言え、と教わる。理由ではなく「経験則」をコピーするように教わるのだが、それだけに忘れる者も多い。
そのため「ご回答はいたしかねます」という返答をして相手を怒らせてしまう。どれほど慇懃な表現でも「いたしかねます」は「拒絶」である。むしろ、多少ぞんざいでも「それは、ご案内していないんですよ」の方がお客の反感が少ない。
これなど教える段階において言葉で「できない、という拒絶の表現は相手の心に刺さるけど、していない、という状況説明表現は心に刺さらない」のだ、といえば一発でわかる。この言葉にしないで経験則をコピーするように教えるためになかなか覚えられないのである。
「教える力」とは、「こつ」や「経験則」などを適切な言葉で伝えることができる、「言語化する力」に他ならない。
小説指南https://cyta.jp/novel/s/shousetushinan/
俺対カキ氷ロボ
murbo
もうすぐ夏ということで、カキ氷ロボです。口の部分に氷を入れてガリガリと削ります。
さてこれがなぜ、俺と戦うのか?意味が分かりませんが、戦うのです。
毎度の通り基本に忠実すぎる基本的な作業にて作成。パーツもほぼプリミティブだしね。かっこいいメカとか作らないといかんなあ~といいつつ、次回もこういった様式です。
花心
つちやまさみ
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気取って
花笑み
と言う
花の名前/笹ユリ
既刊本紹介
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【栗林元既刊本】
神様の立候補/ヒーローで行こう!
平成二年の第三十九回の衆議院総選挙を舞台にした作品。主人公・西本は地方新聞・東海新聞の専属広告会社の営業。彼に下された使命は、泡沫候補の新聞用選挙広告を法定回数五回分を全て東海新聞の扱いで獲得すること。選挙広告の扱い件数は新聞の信頼度を計るバロメーター、他紙の専属広告会社も黙ってはいない。さらに問題が一つ。その候補者は、「龍神様のお告げで立候補を決意した」というおばあちゃんだったのだ。西本は無事に扱いを獲得できるのか? そんな新聞広告の内側をユーモアたっぷりに描いた作品。この作品は、平成三年三月の「第二回ビジネスストーリー大賞」(テレビ東京主催・日本経済新聞社後援)で佳作入選した小説に加筆したもので、今回が初公開。
もう一編の「ヒーローで行こう」は平成十四年の作品。ツイッター登場の四年前、地方都市に住む四人のオタク中年が、ひょんなきっかけから正義の味方をすることになる物語。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00IB9F4OE
1988 獣の歌/他1編
気がつくと、「獣」は新生児の心の中にいた。しかも、今まさに殺されようという瞬間だった。
間一髪、肉体から抜け出した獣は、一人の少女の心に飛び込んでいた。しかし、無理な跳躍で、多くの記憶を喪失してしまう。
人の心から心へ、性行為を媒介にして移動する獣。肉体もなく、意識の中に隠れ住む獣。
その知性は人より神に近く、その特性は、人より獣に近い「私」を語り手に、人の心に秘めた悲しみと欲望を赤裸々に描く。
私(獣)とは一体何者なのか。何のために人から人へと移動するのか。そしてどこへ行こうというのだろうか。異色のエロティックSFホラー。
他に、ハードボイルドミステリースタイルの官能小説「探偵・隆」を収録。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00KK5I61U
盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)他2編
「盂蘭盆会●●●参り(うらぼんえふせじまいり)」
18歳を目前にしたお盆の夕食で、仁は 「明日のお参りにはお前も来なさい」と、父から告げられる。同じクラスの中にも、もう「お参り」をしている者が何人かいた。話によれば長男は兄弟の中でも比較的早く「お参り」に連れていかれるのだという。果たしてそのお参りとはどのようなものなのか。
「毛布の下」
少年時代の夏休み、あの空き地の廃屋で見た腐った毛布の下にあったのは、噂の通り、殺された少年の死体だったのだろうか。
「尋ね人」
週一回のペースで、1年近く掲載され続けている尋ね人広告。事故死した前任者の葬儀で出会った美しい母娘に秘められた悲しい宿命が、広告マン西本を翻弄する。
1990年代から2000年代前半にかけて書いた「奇妙な味」系の作品を集めた作品集である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NCD05MK
薔薇の刺青(タトゥー)/自転車の夏
「薔薇の刺青(タトゥー)」
「姉のマリアンを探してほしいのです」、たどたどしい日本語で涙を浮かべた依頼人は、フィリピンからやってきた美貌のシンガー、テッシー・パドレスだ。保険事務所の下請け調査にうんざりすると、ついつい私は、こんな案件を受けてしまう。
日本人と結婚して永住権を手にしたマリアンは、どこへ消えたのか。昭和六十年の名古屋市を舞台に、外人タレントプロダクション、偽装結婚、など、裏社会を描いたハードボイルド作品である。
「自転車の夏」
青空文庫に収録された青春小説に加筆した作品。
一九七七年春、栗山肇・十九歳は、かろうじて滑り込んだ愛知大学で、右も左もわからぬうちに少林寺拳法部に入部した。高校三年間、天文部で望遠鏡を覗いていた肥満気味の少年が、マンガ家志望で受験中にもケント紙にペンを走らせていた生粋の文化系の学生が、体育会でも最右翼の武團連合といわれる厳しさで右に出る者のないクラブ・少林寺に入ってしまったのである。
「俺達、この四年間で恋なんてできるんだろうか…」
体育会の一年生の、恋や青春の葛藤や政治に対する怒りとは、全く無縁の疾風怒濤の毎日を描いたユーモア青春小説である。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00RQ5LMQ8
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
第20号の編集後記です。
栗林/お疲れ様でした。今月の「小説指南セレクト」は、電子書籍に収録したものからチョイスしました。講座でも教えていることですが、今、「自分の体験を基にした作品」を書いていて、これが快調です。
ようやく自分の弱さやみっともなさも含めて客観的に書けるようになったのだなあと。
murbo/やっと既刊本の直接のプロモーションだw
栗林/ツイッターの宣伝だけでは弱いと痛感しています。選挙に絡めて、「神様の立候補」の宣伝ツイートで #選挙 を付けたところ、既読ページが跳ね上がったぐらいでしょうか。今は、四半世紀ぶりにコンテスト入選を目指してます。
murbo/あ~、選挙ねw 選挙をモチーフにすることはメディアにとってハードル高いんだなと自分でも実感しました。マスメディアは選挙への公平性を思考停止、表面的には無視する事で対応するので、選挙に関する作品というのは公開とか批評とかに入っていくのは難しいものだと。
murbo/売りたかったらマスコミで扱えるジャンルやテーマを選ぼう!ってことですね~
murbo/表紙は普通の紫陽花にしました。赤いと景気がいい感じがしたのでCGw変えました。
今日
murbo/ということで、渡辺さんは滑り込みセーフで連載継続でありますw
なぜかタイトル変わってますがw
渡辺/新タイトルで新規一転頑張りますw
murbo/いつでもフレッシュ!が北極大陸の信条です!
渡辺/フレッシュ良いですね、断じてブレている訳ではありません!!w
murbo/全体的に年齢高めなんで言うだけでも言っていかないと、老け込みますからねw
そういえばこうやって手描きはどのように描いてるんでしょうか?自己流でやっているので定番を知らないんですよ。
渡辺/同じく定番は知りませんよw
これは数を出すラフスケッチだったので鉛筆やボールペンで描いたものがあったんです。
今回、それをスキャンして色付けしました
いい加減、直接デジタルで描きたいですね。
murbo/なるほどね、僕も鉛筆やボールペン多いです。付けペンで描くとかっこいいんじゃないかと思って意識してペン入れしたりしてます。誰も見てないんですがw
渡辺/付けペン大変ですよねw
デジタルで抜きや入りまで再現できる時代ですから、
かえってボールペンの線の方が新鮮だったりして、、とは思ったりします。
murbo/そうそう!saiとか綺麗ですよね。ああいう線を必要とする絵を描かないのでまぁいいかなともいますけど、仕事のオーダーだとやっぱり要るなあ。スマホのアプリでも結構線が綺麗にかけますよ。
渡辺/今はsaiかクリスタが多いみたいですよね。
うちは最終納品は3DCGなので、
線画をクリンアップする機会は少なかったんですけど
先日行った大河原さんの展示会で、
やっぱクリンナップしないとダメだなぁ、、!って思うようになりました。
murbo/そうですねぇ~ シャーペンで描いてペン入れ感覚でスキャンとPhtooshopで調整とか。枚数あるとできれば全部デジタルで描きたい気もあり。ただ未だ鉛筆で走った線は鉛筆じゃないと描けないのでどうしようとか。新人みたいに考えていますねぇ。
渡辺/塗りはデジタルの方が楽なのは間違いないんですけどね。
来年はお仕事少なめの予定なのでいろいろ研究したいと思ってますよ
来年っていうか、秋番組が無いので、秋以降
murbo/問題は線画だと思います。描きながら試行錯誤している時間もあるので、そこを打開できると回答出そう。多分タブレットで線画描いてPhotoshopフォーマットでPCに送って仕上げかなと。
あ、もう一人参加者増えました。
渡辺/うちはcintiqあるんですけどね~w なんか使えてないという。
murbo/サイズ的には扱いやすそうに思うんですけど、気持ちの問題でしょうか?
渡辺/21インチのデカイ奴ですけどね、アニメの仕事のレタッチで使ってましたが
落書きしようとは思いませんでしたね。
今は、明度が出なくなっちゃって外しておいてあります、、勿体無いw
murbo/僕は普通のタブレットで慣れちゃったので、あんまり気にならないです。2Dアニメとか描くときは気分的に良いかなあ。
もしかして、こういう描き方みたいなことを連載したらいいのか?
渡辺/需要あるかもですねw
murbo/描いてるほうが手探りでw
渡辺/儲かる絵の描き方(手探り中)って方向でw
murbo/女の子を描く口実ですね!
渡辺/嫌だけど儲かるから仕方なく女の子のエロい絵を描きましょうよ。
murbo/問題は僕が石川賢先生並に女の子が苦手なんだなw
渡辺/真面目な話し、モノ作り金儲け四苦八苦みたいな、コンテンツとか良いかもですね。
murbo/それならちょうどドテ煮で地域お越しをしたい体裁の怪獣ドテドンがありますなあ。エロか怪獣か。
murbo/今月もみなさまありがとうございます。次回も配信できるようにがんばります。
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